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次の文の中から、「あ・い・う・え・お」をひろい上げて、○を付けてくださ

い。（なるべく速く、見落とさないように、物語の内容も考えながら） 

 

 むかし、あるところに、ひとりぐらしのおばあさんが い

て、としを とって、びんぼうでしたが、いつも ほがらか

に くらしていました。ちいさなこやに、すんでいて、きん

じょのひとの つかいはしりを やっては、こちらで、ひと

くち、あちらで、ひとのみ、おれいに たべさせてもらって、

やっと そのひぐらしを たてていましたが、それでも い

つも げんきで、ようきで、なにひとつ ふそくはないと 

いうふうでした。 

 ところが、あるばん、おばあさんが いつものように、に

こにこしながら、いそいそと うちへ かえるとちゅう、み

ちばたの みぞのなかに、くろい おおきなつぼを みつけ

ました。「おや、つぼだね。いれるものさえあれば、べんり

なものさ。わたしにゃなにもないが。だれが、このみぞへ お

としてったのかねえ」と、おばあさんは もちぬしが いな

いかと あたりを みまわしましたが、だれも いません。

「おおかた あなが あいたんで、すてたんだろう。そんな

ら ここに、はなでも いけて、まどにおこう。ちょっくら 

もっていこうかね」こういって おばあさんは つぼのふた

を とって、なかを のぞきました。 
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